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～ 受益者の皆様へ ～ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 

ここに、当サブファンドの第16期の運用状況等についてご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 
 

フ ァ ン ド 形 態 ケイマン籍 オープンエンド契約型 外国投資信託（円建て） 

信 託 期 間 信託設定日は2009年６月５日、償還日は設定日から150年後 

運 用 方 針 

マスターファンドの投資顧問会社が随時選定するテクニカル分析ソフトウェアを使用したトレ

ーディング・シグナルに基づいて運用されます。当サブファンドのマスターファンドは、投資

機会を活かし、最新のトレーディング戦略を利用する予定であるため、将来の運用について、

現時点で既定されたものはなく、またいかなる制限を受けるものでもありません。マスターフ

ァンド投資顧問会社は、マスターファンドが上場先物及び店頭デリバティブ（外国為替取引を

含みます。）の取引においてレバレッジを用いることにより高い収益が見込めると判断したと

きに、レバレッジを利用することができます。 

主 要 投 資 対 象 

当サブファンド 
スーパーファンドSPCのサブファンドである分別ポートフォリオ・レイン

ボー・オールシーズンズの利益参加シェア 

マスターファンド 
株価指数、債券、商品（貴金属等）、通貨、現預金へのバランス投資、こ

れに加えて、ゴールドクラスは金先物 

分 配 方 針 
現段階では分配を行う予定はありません。但し、管理会社はその裁量で分配を決定する権利を

留保しています。 

（注１） 本書中における米ドル及びユーロの円貨換算は、別段の表示のない限り、2025年５月９日現在の株式会社三菱UFJ銀行の

対顧客電信売買相場の仲値（１米ドル＝145.82円、１ユーロ＝163.62）によります。 
（注２） 円貨への換算は、本書において該当する各数値につき、所定の換算率で単純計算の上、必要に応じて四捨五入していま

す。したがって、本書中の同一情報につき異なった数値で円貨表示がなされている場合があります。  
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１．資産の運用の経過 
 

■当期の１口当たり純資産価額等の推移について（2024年１月１日～2024年12月31日） 

円・クラス 
 

 

 

第 15 期 末 の 

1口当たり純資産価額 
34.27円 

第 16 期 末 の 

1口当たり純資産価額 

33.14円 

(分配金０円) 

騰 落 率 △3.30％ 

 

 

ゴールド円・クラス 
 

 

 

第 15 期 末 の 

1口当たり純資産価額 
74.37円 

第 16 期 末 の 

1口当たり純資産価額 

105.43円 

(分配金０円) 

騰 落 率 ＋41.76％ 

 

 
（注１）当サブファンドについては分配金の分配を行っていないため、上表では１口当たり純資産価額のみを記載しています。 

（注２）騰落率は、第15期末の１口当たり純資産価額との比較において計算しています。 
（注３）サブファンドの購入価額により課税条件は異なりますので、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注４）サブファンドにベンチマークは設定されておりません。 

 

 

■１口当たり純資産価額の主な変動要因 

【円・クラス】 

サブファンド・レインボー・オールシーズンズは、シャープパリティ戦略を採用しています。 

シャープパリティ戦略では、リスク・リターンレシオが最大となる市場セグメントをポートフォリオ

内で重くウェイト付けします。 

スーパーファンドにより独自開発されたコンピューターによる完全自動化トレーディングシステム

により、株式、債券、商品市場等を投資対象として、ロングポジションのみでバランス投資を行い運用

されます。よって、それら各市場の価格変動は、ファンドの純資産価額の変動に影響します。 

 

【ゴールド円・クラス】 

サブファンド・レインボー・オールシーズンズは、シャープパリティ戦略を採用しています。 

シャープパリティ戦略では、リスク・リターンレシオが最大となる市場セグメントをポートフォリオ

内で重くウェイト付けします。 
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スーパーファンドにより独自開発されたコンピューターによる完全自動化トレーディングシステム

により、株式、債券、商品市場等を投資対象として、ロングポジションのみでバランス投資を行い運用

されます。よって、それら各市場の価格変動は、ファンドの純資産価額の変動に影響します。加えて、

金価格に連動するようヘッジを行うため、金価格の上昇はキャピタルゲインの、金価格の下落はキャピ

タルロスの要因となります。 

 

 

■投資環境について 

2024年、世界の株式市場は、数多くの政治的イベントや経済的変化によって目まぐるしい動きの中に

ありました。注目度が高まった、インドネシア、インド、米国の選挙でしたが、特にドナルド・トラン

プ氏の再選は財政刺激策への期待を高めました。米連邦準備制度理事会（FRB）は３回の利下げを実施

し、市場の変動性を増加させました。一方、日本では17年ぶりの利上げが市場を揺るがしました。 

 

2024年の幕開け、米国株式市場は大きく上昇し、複数の指数が史上最高値を記録しました。その背景

としては、インフレの鈍化と、大手ハイテク株の好調な四半期の業績が投資家の楽観論を後押ししたこ

とが挙げられます。その影響は世界市場にも波及しました。一方、欧州市場でも、堅調な経済成長に支

えられ、多くの指数が値上がりしました。イギリスでは、逆風が吹く中でも国内総生産（GDP）成長率

0.70％という結果を受けて大きく反発しました。日本市場では、円安にもかかわらず、高い企業収益性

に支えられて数年ぶりに指数が最高値を記録しました。しかし、年央には日本銀行の利上げがフラッシ

ュクラッシュを引き起こし、日本の株式市場は一時20％下落しましたが、その後12％回復しました。一

方、中国市場は１年を通じて圧迫され続けました。これは、弱い景気指標、不動産リスク、及び限られ

た刺激策が株価に影響を与えたためです。ユーロ圏では経済が大幅に冷え込み、特に製造業の勢いが失

われました。９月までは、欧州での前倒し選挙や米国大統領選挙活動の進展といった政治的不確実性が、

著しく高い変動をもたらしました。その後、コロナ以来初となる米連邦準備制度理事会（FRB）の「超

大型利下げ」の実施により状況は落ち着きましたが、2025年に利下げが少なくなる可能性が示唆される

と、年末には再び売りが膨らみました。それでもなお、米国株式市場は高い水準で年を終えました。こ

れは、トランプ氏の勝利後に期待された財政刺激策によるものです。一方、欧州株式市場は不況懸念や

政治的不安定の影響を受け続けました。欧州中央銀行（ECB）は利下げを行い、さらに追加的な利下げ

の余地があることを示唆しました。 

 

2024年第１四半期、債券市場は急速な利下げを期待し緊張状態にありました。しかし、継続するイン

フレ圧力により、米連邦準備制度理事会（FRB）、欧州中央銀行（ECB）、イングランド銀行（BoE）は慎

重な姿勢を取らざるを得ませんでした。この慎重な姿勢が債券価格と利回りの大幅な変動を引き起こし

ました。 

３月には、日本銀行（BoJ）が17年ぶりに政策金利を０％から0.1％に引き上げるという歴史的な動き

を見せるとともに、長期金利のイールドカーブコントロールを放棄しました。その結果、円安の中で日

本の10年物国債利回りが10年以上ぶりの高水準に達しました。年後半も市場環境は不安定なままでした。

世界的な利下げサイクルの始まりと、米国大統領選挙の結果が市場のボラティリティを高める要因とな

りました。トランプ氏の再選はインフレ懸念を煽り、大規模な売りが発生しました。これに対し、米連

邦準備制度理事会（FRB）は３回の利下げを実施しました。９月には50ベーシスポイントという積極的

な利下げを行い、その後２回の利下げを経て最終的に4.25％～4.50％の水準となりました。この影響で、

米国債の利回りは大幅に変動しました。   
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2024年の商品市場は特にエネルギー部門が注目され、緊張感に満ちた様相を呈しました。原油価格は

当初、80米ドル以上に上昇しましたが、その要因として中東における地政学的緊張、スエズ運河の封鎖、

ロシアのインフラへのドローン攻撃が挙げられます。これに加えて、OPECプラスによる減産や、サウ

ジアラビアの１日あたり100万バレルの追加削減が価格を支えました。しかしながら、中国の成長鈍化、

米ドルの強含みにより、年後半には勢いが衰えました。世界的な供給過剰が価格を押し下げOPECプラ

スによる減産の延長の議論がなされました。ブレント原油価格は一時60米ドルを下回りました。天然ガ

ス価格は穏やかな冬の影響で一時2.00米ドル／MMBtuの安値を記録しましたが、年末には季節的な需要

により4.00米ドルまで上昇しました。 

貴金属、特に金は輝きを放ち、その安全資産としての評価から、2,800米ドル／オンスという過去最

高値を記録しました。一方、銅やアルミニウムといった産業用金属は、中国の需要減退の影響を受けま

した。 

農業セクターでは、極端な気象条件が価格に影響を与えました。カカオ価格は１トンあたり12,000米

ドルを超え、コーヒー価格も大幅に上昇しました。一方、小麦や大豆といった穀物は豊作の影響で大き

な変動が見られました。 

 

外国為替市場では、米ドルが力強いスタートを切り、G10通貨全体が一時的に上昇しました。これは、

米連邦準備制度理事会（FRB）の後々の利下げを市場が織り込んだ結果でした。しかし、実際の利下げ

と不確実性の増大に伴い、米ドルは下落しましたが、トランプ氏の再選とインフレ懸念によって再び反

転しました。日本円は34年ぶりの安値に達し、日本銀行（BoJ）は長く待ち望まれていた金利政策の転

換を行いました。欧州中央銀行（ECB）は４回目の利下げを実施し、預金金利を３％に引き下げたこと

でユーロがさらに弱まり、米国大統領選挙後にはユーロが１ドルをわずかに超える水準で取引されまし

た。 

一方、英ポンドは回復の兆しを見せ、経済回復とイングランド銀行（BoE）の慎重な金融政策によっ

て支えられました。   
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■ポートフォリオについて 

＜当サブファンド＞ 

当サブファンドは、マスターファンドへの投資によって当該マスターファンドと同一の投資目的を追

求しました。結果、マスターファンドへの投資比率は、概ね95％以上を維持しました。 

 

＜マスターファンド＞ 

マスターファンドは、世界株式、世界債券、コモディティ、為替、キャッシュの主要な投資資産に分

散投資するバランスファンドです。マーケット環境により各セクターへの投資比率を機動的にリバラン

スします。基本となるロングオンリー・ポートフォリオに、キャッシュ比率の引上げやクライシス・ア

ルファの組入れにより、機動的に弱気相場や金融危機時にリスクオフをはかり、グローバルな全天候型

戦略を構築いたします。 

本戦略は2020年より戦略変更を行いスタートいたしました。複数の戦略を活用して機動的なリバラン

スを行うバランスファンドとなります。2022年から始まった米国の利下げの影響により、主要組み入れ

セクターである債券を中心に、パフォーマンスにマイナスの影響がでました。2024年も2023年同様若干

のマイナスで一年を終えました。一方でゴールドクラスに関しては、＋41.76％と、高いプラスのパフ

ォーマンスを実現いたしました。 

 

 

■今後の運用方針 

今後の運用方針については、これまでの投資方針が引き続き採用され、マスターファンドと同一の投

資目的を追求する予定です。 

 

 

■分配金について 

当サブファンドには分配金はありません。 
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２．運用状況の推移 
 

当サブファンドは2018年１月１日に運用を開始したため、当該計算期間以前の計算期間に係る純資産

総額、１口当たり純資産価額、及び収益分配金に関する情報は存在しません。 

 

当サブファンドの収益率は以下のとおりです。 

 

年度 
収益率 

円・クラス ゴールド円・クラス 

自2018年１月１日 至2018年12月31日 －27.45％ －30.85％ 

自2019年１月１日 至2019年12月31日 －22.23％ －8.41％ 

自2020年１月１日 至2020年12月31日 ＋3.29％ ＋10.51％ 

自2021年１月１日 至2021年12月31日 ＋10.41％ ＋16.82％ 

自2022年１月１日 至2022年12月31日 －23.85％ －14.95％ 

自2023年１月１日 至2023年12月31日 －5.28％ ＋14.78％ 

自2024年１月１日 至2024年12月31日 －3.30％ ＋41.76％ 

 

当サブファンドの純資産総額及び１口当たり純資産価額の推移は以下のとおりです。 

 

円・クラス 

 
純資産総額 

（円） 

１口当たりの純資産価額 

（円） 

2018年12月 107,994,977 53.57 

2019年12月 77,319,294 41.66 

2020年12月 66,812,165 43.03 

2021年12月 187,748,935 47.51 

2022年12月 154,083,753 36.18 

2023年12月 65,336,276 34.27 

2024年12月 56,718,229 33.14 

ゴールド円・クラス 

 
純資産総額 

（円） 

１口当たりの純資産価額 

（円） 

2018年12月 218,335,809 64.43 

2019年12月 175,257,399 59.01 

2020年12月 189,205,761 65.21 

2021年12月 244,374,590 76.18 

2022年12月 248,008,244 64.79 

2023年12月 272,114,655 74.37 

2024年12月 370,861,584 105.43 

（注１）１口当たりの純資産価額は、小数点以下第２位まで計算されています。 

（注２）過去の業績は、将来の業績を示し保証するものではありません。 

 

2018年12月31日、2019年12月31日、2020年12月31日、2021年12月31日、2022年12月31日、2023年12月

31日及び2024年12月31日に終了した計算期間において、確定した分配金はありません。 
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３．ファンドの経理状況 
 

当サブファンドが含まれている「スーパーファンド・ジャパン」の経理状況は以下のとおりです。な

お、マスターファンド及びアンダーライング・マスターファンドの財務諸表については、EDINET（金

融庁の開示書類閲覧ホームページ https://disclosure2.edinet-fsa.go.jp/)に開示された有価証券報告書等

（ファンドコード「G07555」）をご覧いただき、ご確認ください。 

 

スーパーファンド・ジャパン－サブファンド・グリーン 

貸借対照表 

 

2024年12月31日現在 

（単位：日本円） 

    

    

資産    

ファンドへの投資（公正価値）    

（原価：2,394,681,396)円）   2,136,528,912 

投資先ファンドからの未収金   11,687,749 

現金   7,504,822 

外貨建て現金（原価：4,890,696円）   5,048,973 

その他の資産   2,708,120 

   2,163,478,576 

負債    

前受申込金   1,200,000 

投資先ファンドへの未払金   469,625 

未払買戻金   14,048,635 

未払金及び未払費用   6,609,620 

   22,327,880 

    

純資産   2,141,150,696 

 

添付の注記は、これらの財務諸表の重要な一部である。 
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   米ドル  円 

ゴールド円クラス受益証券１口当たり純資産： 

発行済 9,665,072 口に基づく 

（2024年12月31日現在におけるゴールド円クラスの株式の 

価値合計：3,033.49オンス（金）） 

（2024年12月31日現在の金価格：412,592.36円） 

  －  129.50 

  0.000オンス（金） 

     

シルバー円クラス受益証券１口当たり純資産： 

発行済 1,547,134 口に基づく 

（2024年12月31日現在におけるシルバー円クラスの株式の 

価値合計：28,527.79オンス（銀）） 

（2024年12月31日現在の銀価格：4,543.64円）   － 83.78 

   0.018 オンス（銀） 

      

円・クラス受益証券１口当たり純資産： 

発行済 6,566,858 口に基づく（単位：円）   －  43.69 

      

ゴールド米ドル・クラス受益証券１口当たり純資産： 

発行済 562,807口に基づく 

（2024年12月31日現在におけるゴールド米ドル・クラスの 

株式の価値合計：178.63 オンス（金）） 

（2024年12月31日現在の金価格：412,592.36円） 

  0.83  121.03 

  0.000オンス（金） 

     

シルバー米ドル・クラス受益証券１口当たり純資産： 

発行済 2,320,988 口に基づく 

（2024年12月31日現在におけるシルバー米ドル・クラスの 

株式の価値合計：63,364.23オンス（銀）） 

2024年12月31日現在の銀価格：4,543.64円） 

  0.79  115.20 

  0.027 オンス（銀） 

     

米ドル・クラス受益証券１口当たり純資産： 

発行済 1,450,638 口に基づく（単位：米ドル）   0.49 71.45 

     

 

添付の注記は、これらの財務諸表の重要な一部である。 
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スーパーファンド・ジャパン－サブファンド・グリーン 

投資明細書 

 

2024年12月31日現在 

（単位：日本円） 

 

銘柄（純資産における％） 償還条件  株式数  原価  公正価値 

        

ファンドへの投資（公正価値）（99.78％）        

マネージドフューチャーズ        

スーパーファンド・グリーン・ゴールド
SPC B：クラスBジャパン（円）及び
ク ラ ス B ジ ャ パ ン （ 米 ド ル ）
（61.76％） 週次  935,189  1,318,434,605  1,322,486,676 

ス ー パ ー フ ァ ン ド ・ グ リ ー ン
SPC B：クラスBジャパン（円）、 

クラスBジャパン（米ドル）、 

クラスBジャパン（シルバー米ドル）及び 

ク ラ ス B ジ ャ パ ン （ シ ル バ ー 円 ）
（38.02％） 週次  938,562  1,076,246,791  814,042,236 

        

ファンドへの合計投資額（公正価値）
（99.78％）   円  2,394,681,396  2,136,528,912 

 

 

添付の注記は、これらの財務諸表の重要な一部である。 
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スーパーファンド・ジャパン－サブファンド・グリーン 

損益計算書 

 

2024年12月31日に終了した年度 

（単位：日本円） 

    

費用    

事務管理報酬   1,085,548 

専門家報酬   10,605,202 

受託会社報酬   1,881,027 

代行協会員報酬   2,310,713 

管理報酬   2,310,666 

その他の費用   737,721 

   18,930,877 

    

正味投資損失   (18,930,877) 

    

投資及び外貨に係る正味実現損失及び未実現利益の変動    

投資及び外貨に係る正味実現損失   (19,781,311) 

投資及び外貨に係る未実現利益の変動   237,216,310 

   217,434,999 

    

営業活動から生じた純資産の正味増加額   198,504,122 

    

 

添付の注記は、これらの財務諸表の重要な一部である。   
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スーパーファンド・ジャパン－サブファンド・グリーン 

純資産変動計算書 

 

2024年12月31日に終了した年度 

（単位：日本円） 

営業活動  

正味投資損失 (18,930,877) 

投資及び外貨に係る正味実現損失 (19,781,311) 

投資及び外貨に係る未実現利益の変動 237,216,310 

 198,504,122 

  

資本取引  

ゴールド円クラス受益証券の発行 22,870,000 

シルバー円クラス受益証券の発行 8,200,000 

円クラス受益証券の発行 2,400,000 

ゴールド円クラス受益証券の買戻し (73,118,492) 

円クラス受益証券の買戻し (28,919,481) 

シルバー円クラス受益証券の買戻し (16,434,168) 

ゴールド米ドル・クラス受益証券の買戻し (6,999,518) 

米ドル・クラス受益証券の買戻し (5,556,919) 

シルバー米ドル・クラス受益証券の買戻し (1,663,172) 

 (99,221,750) 

  

当期純資産増加額 99,282,372 

  

期首純資産残高 2,041,868,324 

  

期末純資産残高 2,141,150,696 

  

期末純資産の内訳：  

ゴールド円クラス 1,251,595,472 

ゴールド米ドル・クラス 73,701,898 

円クラス 286,912,053 

米ドル・クラス 111,416,906 

シルバー円クラス 129,620,039 

シルバー米ドル・クラス 287,904,328 

 2,141,150,696 

添付の注記は、これらの財務諸表の重要な一部である。 
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スーパーファンド・ジャパン－スーパーファンド・グリーンCジャパン 

貸借対照表 

 

2024年12月31日現在 

（単位：日本円） 

    

資産    

マスターファンドへの投資   108,259,278 

現金   10,804,129 

その他の資産   2,596,724 

   121,660,131 

負債    

未払金及び未払費用   1,326,436 

   1,326,436 

    

純資産   120,333,695 

    

    

   米ドル  円 

円クラス受益証券１口当たり純資産： 

発行済 1,367,158 口に基づく（単位：日本円）   － 33.09 

米ドル・クラス受益証券１口当たり純資産： 

発行済 1,435,539 口に基づく（単位：米ドル）   0.33 48.12 

 

添付の注記並びにスーパーファンド・グリーンSPC及びスーパーファンド・グリーン・マスターの財務

諸表は、これらの財務諸表の重要な一部である。 
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スーパーファンド・ジャパン－スーパーファンド・グリーンCジャパン 

損益計算書 

 

2024年12月31日に終了した年度 

（単位：日本円） 

    

マスターファンドから配分された正味投資損失    

受取利子   4,259,702 

費用   (8,075,338) 

   (3,815,636) 

    

サブファンドの費用    

事務管理報酬   1,086,308 

受託会社報酬   1,943,765 

代行協会員報酬   155,654 

管理報酬   155,651 

専門家報酬   1,280,012 

その他費用   744,221 

   5,365,611 

    

正味投資損失   (9,181,247) 

    

サブファンドの外貨に係る実現利益    

外貨に係る正味実現利益   1,003,877 

   1,003,877 

    

マスターファンドから配分された投資及び外貨に係る 

正味実現損失及び未実現利益の変動    

投資及び外貨に係る正味実現損失   (21,418,499) 

投資及び外貨に係る未実現利益の変動   10,561,814 

   (10,856,685) 

   

営業活動から生じた純資産の正味減少額   (19,034,055) 

    

    

添付の注記並びにスーパーファンド・グリーンSPC及びスーパーファンド・グリーン・マスターの財務

諸表は、これらの財務諸表の重要な一部である。 
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スーパーファンド・ジャパン－スーパーファンド・グリーンCジャパン 

純資産変動計算書 

 

2024年12月31日に終了した年度 

（単位：日本円） 

  

営業活動  

正味投資損失 (9,181,247) 

投資及び外貨に係る正味実現損失 (20,414,622) 

投資及び外貨に係る未実現利益の変動 10,561,814 

 (19,034,055) 

  

資本取引  

円クラス受益証券の買戻し (20,068,635) 

 (20,068,635) 

  

当期純資産減少額 (39,102,690) 

  

期首純資産残高 159,436,385 

  

期末純資産残高 120,333,695 

  

期末純資産の内訳：  

円クラス 45,239,239 

米ドル・クラス 75,094,456 

 120,333,695 

  

 

添付の注記並びにスーパーファンド・グリーンSPC及びスーパーファンド・グリーン・マスターの財務

諸表は、これらの財務諸表の重要な一部である。 
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スーパーファンド・ジャパン－スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・レインボー・オールシ

ーズンズ 

貸借対照表 

 

2024年12月31日現在 

（単位：日本円） 

    

資産    

マスターファンドへの投資   408,988,006 

現金   35,818,068 

その他資産   2,711,005 

   447,517,079 

負債    

前受申込金   17,070,000 

外貨建て銀行当座貸越（原価：-47,503円）   40,870 

未払金及び未払費用   2,826,396 

   19,937,266 

    

純資産   427,579,813 

    

ゴールド円クラス受益証券１口当たり純資産    

発行済 3,517,718 口に基づく    

（単位：日本円）   105.43円 

    

円クラス受益証券１口当たり純資産    

発行済 1,711,547 口に基づく    

（単位：日本円）   33.14円 

 

 

添付の注記並びにスーパーファンドSPCの財務諸表は、これらの財務諸表の重要な一部である。 
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スーパーファンド・ジャパン－スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・レインボー・オールシ

ーズンズ 

損益計算書 

 

2024年12月31日に終了した年度 

（単位：日本円） 

    

マスターファンドから配分された正味投資損失    

受取利息   3,653,346 

費用   (9,108,349) 

   (5,455,003) 

    

サブファンドの費用    

受託会社報酬   1,886,404 

販売報酬   2,478,625 

専門家報酬   2,494,106 

事務管理報酬   1,023,683 

管理報酬   413,044 

代行協会員報酬   413,104 

その他の費用   1,789,554 

   10,498,520 

    

正味投資損失   (15,953,523) 

    

サブファンドの外貨に係る実現利益及び未実現利益の変動    

外貨に係る正味実現利益   1,053 

外貨に係る未実現利益の変動   2,746 

   3,799 

    

マスターファンドから配分された投資及び外貨に係る 

正味実現利益及び未実現損失の変動    

投資及び外貨に係る正味実現利益   150,679,936 

投資及び外貨に係る未実現損失の変動   (23,515,423) 

   127,164,513 

   

営業活動から生じた純資産の正味増加額   111,214,789 

    

添付の注記並びにスーパーファンドSPCの財務諸表は、これらの財務諸表の重要な一部である。 
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スーパーファンド・ジャパン－スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・レインボー・オールシ

ーズンズ 

純資産変動計算書 

 

2024年12月31日に終了した年度 

（単位：日本円） 

  

営業活動  

正味投資損失 (15,953,523) 

投資及び外貨に係る正味実現利益 150,680,989 

投資及び外貨に係る未実現損失の変動 (23,512,677) 

 111,214,789 

  

資本取引  

ゴールド円クラス受益証券の発行 400,000 

ゴールド円クラス受益証券の買戻し (14,525,488) 

円クラス受益証券の買戻し (4,619,778) 

 (18,745,266) 

  

当期純資産増加額 92,469,523 

  

期首純資産残高 335,110,290 

  

期末純資産残高 427,579,813 

  

期末純資産残高の内訳：  

ゴールド円クラス 370,861,584 

円クラス 56,718,229 

 427,579,813 

  

添付の注記並びにスーパーファンドSPCの財務諸表は、これらの財務諸表の重要な一部である。 
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スーパーファンド・ジャパン 

 

財務諸表注記 

2024年12月31日現在 

（単位：日本円及び米ドル） 

 

１．設立及び主な活動 

スーパーファンド・ジャパン（以下、「当信託」という。）は、UBSファンド・サービシズ（ケイ

マン）リミテッド（以下、「退任受託会社」という。）及びスーパーファンド・ジャパン・トレー

ディング（ケイマン）リミテッド（以下、「管理会社」という。）の間で締結された信託証書（以

下、「信託証書」という。）に従ってケイマン諸島の法律に基づいて設立された。当信託は、信託

証書に従ってケイマン諸島の信託法に基づいて2009年６月５日に組織され、2009年６月29日にケイ

マン諸島のミューチュアル・ファンド法セクション４（１）（b）に基づいて登録された。退任・指

名・変更証書に従い、2015年５月８日付でハーニーズ・フィデューシャリー（ケイマン）リミテッ

ド（以下、「受託会社」という。）が当信託の受託会社に指名された。受託会社の当信託に関する

主な営業拠点はケイマン諸島である。 

当信託はオープン・エンド型のアンブレラ・ファンドであり、スーパーファンド・ジャパン サ

ブファンド・グリーン、スーパーファンド・グリーンCジャパン及びスーパーファンド・ジャパン 

サブファンド・レインボー・オールシーズンズ（以下、それぞれ「サブファンド」、及び総称して

「サブファンズ」という。）が設定されている。各サブファンドは独立した資産及び負債のプール

として、他のサブファンドと分別して管理されている。 

スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーンは、その資産のほぼすべてをケイマン諸

島の適用免除会社であるスーパーファンド・グリーンSPC及びスーパーファンド・グリーン・ゴール

ドSPCの分別ポートフォリオBに投資している。 

スーパーファンド・グリーンCジャパンは、「マスター・フィーダー」構造の一部であり、その資

産のほぼすべてをケイマン諸島の適用免除会社であるスーパーファンド・グリーンSPC（以下、「グ

リーン・マスターファンド」という。）の分別ポートフォリオCに投資している。グリーン・マスタ

ーファンド、すなわちスーパーファンド・グリーンSPCは、「マスター・フィーダー」構造の一部で

あり、その資産のほぼすべてをケイマン諸島の適用免除会社であるスーパーファンド・グリーン・

マスター（以下、「グリーン・アンダーライング・マスターファンド」という。）に投資している。

グリーン・アンダーライング・マスターファンドの目的は、株式及び証券市場の動きの影響を受け

ない投資形態として、平均以上の長期的なキャピタル・ゲインを達成するための投資を投資家に提

供することである。グリーン・アンダーライング・マスターファンドは、投資機会及び取引戦略を

利用する意向であるため、対象とする先物投資の特性に関する見解を事前に決めているわけではな

く、どのような制約も受けることはない。 

スーパーファンド・グリーン・ゴールドSPCは、「マスター・フィーダー」構造の一部であり、そ

の資産のほぼすべてをケイマン諸島の適用免除会社であるスーパーファンド・グリーン・ゴール

ド・マスターSPC（以下、「グリーン・ゴールド・マスターファンド」という。）のスーパーファン

ド・グリーン・ゴールド・マスター・分別ポートフォリオに投資している。グリーン・ゴールド・

マスターファンドの目的は、テクニカル分析の利用を通じて長期のキャピタル・ゲインを達成する
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ことである。グリーン・ゴールド・マスターファンドは、金先物を含む様々な種類の先物契約にそ

の資産を投資しており、金現物にも投資する場合がある。 

スーパーファンド・ジャパン サブファンド・レインボー・オールシーズンズは、「マスター・

フィーダー」構造の一部であり、その資産のほぼすべてをケイマン諸島の適用免除会社であるスー

パーファンドSPC（以下、「レインボー・オールシーズンズ・マスターファンド」という。）の分別

ポートフォリオであるレインボー・オールシーズンズ・ファンドに投資している。 

レインボー・オールシーズンズ・マスターファンドの主な目的は、先物及び／又は先渡契約のレ

バレッジ取引を通じて資産増加を達成することである。レインボー・オールシーズンズ・ファンド

分別ポートフォリオは主にロングオンリーのリスクパリティ戦略を採用し、この目的を追求する。

この戦略は、スーパーファンドにより独自開発されたコンピューターによる完全自動化トレーディ

ングシステムにより運用される。さらに他の戦略も限られた重みづけで合わせて使用される可能性

がある。また、これらの戦略は、先物及び/又は先渡契約を空売りする可能性がある。 

グリーン・マスターファンド及びレインボー・オールシーズンズ・マスターファンドを総称して

「マスターファンド」という。グリーン・アンダーライング・マスターファンドは「アンダーライ

ング・マスターファンド」という。 

管理会社は、代行協会員契約に従って、スーパーファンド・ジャパン株式会社（以下、「販売会

社」という。）を当信託の日本における代行協会員に選任している。代行協会員は１口当たり純資

産価額を公表し、日本証券業協会（以下、「JSDA」という。）に財務諸表を提出する責任を有して

いる。当信託の年次監査済財務諸表は、日本における開示義務の一環として有価証券報告書及び有

価証券届出書に含まれており、関東財務局に提出されている。グリーン・マスターファンド、グリ

ーン・アンダーライング・マスターファンド及びレインボー・オールシーズンズ・マスターファン

ドの財務諸表は本報告書に含まれており、当信託の財務諸表と共に読まれるべきである。 

 

２．重要な会計方針 

当財務諸表は、米国会計基準審議会（以下、「FASB」という。）の会計基準編纂書（以下、

「ASC」という。）に詳述される米国で一般に公正妥当と認められる会計原則（以下、「GAAP」と

いう。）に従って作成されている。当信託はGAAPにおける投資会社に該当するため、FASB ASC 

946「金融サービス－投資会社」に規定される投資会社向けの会計・報告指針に従っている。 

当信託が適用した重要な会計方針は以下のとおりである。 

 

（a）見積りの使用 

GAAPに準拠した財務諸表の作成にあたって、経営陣は、財務諸表日現在の資産及び負債の報告

金額並びに偶発資産及び負債の開示、並びに当報告期間中の収益及び費用の報告額に影響を及ぼ

す見積り及び仮定を行うことが求められている。実際の結果は、それらの見積りとは異なる可能

性がある。 
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（b）ファンドへの投資（公正価値） 

投資ファンドへの投資は、その純資産価額（以下、「NAV」という。）で表示されており、投資

ファンドの経営陣により報告される。投資ファンドに適用される契約上の買戻し及び流動性に関

する条件に基づいて、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーンが保有する投資フ

ァンドにおける持分を売却する際には、当該投資ファンドのNAV報告額のうち該当する金額で、

当該投資ファンドと共に取引が行われる。ASU－2015－07により、実務上の簡便法としてNAVを用

いて投資対象の公正価値を測定し、これらのすべての投資対象を公正価値の階層に分類するため

の要件が撤廃された。実務上の簡便法としてNAVを用いて算出された2024年12月31日現在の資産

額は、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーンが2,136,528,912円であった。 

添付の損益計算書において、投資ファンドへの投資に係る正味実現利益及び未実現利益は、ス

ーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーンに対して生じた利息、配当、費用、有価証

券の取引に係る実現損益及び未実現損益、並びに投資ファンドからの報酬の持分相当額を含めて

計上した。評価には不確実性を伴うため、NAVの見積もりは、既存の証券市場が存在した場合に

使用されると考えられる価値、又は自己売買により得られる可能性のある価値と異なる場合があ

り、その差異が大きい可能性がある。 

 

（c）マスターファンドの分別ポートフォリオへの投資 

マスターファンドの分別ポートフォリオへの投資は、取引日基準で会計処理されている。投資

は当初は原価で測定され、当初認識後は公正価値で測定される。公正価値は、当信託に帰属する

純資産（マスターファンドの事務管理会社により報告される。）に基づき決定される。投資に係

る実現損益及び未実現損益は、損益計算書に計上される。マスターファンド及びアンダーライン

グ・マスターファンドの投資に関する評価方針は、本報告書に含まれているマスターファンド及

びアンダーライング・マスターファンドの財務諸表注記に記載されている。 

 

（d）投資収益及び費用 

各サブファンドは、期首現在のマスターファンドの分別ポートフォリオの純資産価額に対する

持分割合に基づき、マスターファンドの分別ポートフォリオの収益、費用並びに実現損益及び未

実現損益の持分相当額を、週次で損益計算書に計上している。また、各サブファンドの収益及び

費用についても発生主義で計上している。 

 

（e）１口当たり純資産価額 

１口当たり純資産価額（以下、「１口当たりNAV」という。）は、日本円、米ドル及び金の単位

オンスで表示されており、特定のクラスに帰属するサブファンドの純資産価額を、計算時におけ

る当該クラスの発行済み受益証券口数で除し、金の単位オンスで表示されている受益証券につい

ては、さらに評価日におけるロンドンの金１オンス当たりの午前決め値で除することで計算され

る。 

 

（f）受取利息及び支払利息 

受取利息及び支払利息は発生主義で計上されている。 
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（g）現金 

現金は日本円建て及び外貨建ての要求払いの預金及び利付預金から構成されており、いずれも

当初の満期が３ヶ月以内で流動性が高いとみなされている。 

 

（h）外貨 

外貨建て又は外貨で会計処理される資産及び負債は、貸借対照表日現在で適用される為替レー

トで日本円に換算される。外貨建て取引は取引日の為替レートで日本円に換算される。換算によ

って生じる実現損益及び未実現損益は、損益計算書に含まれる。当信託は投資に係る為替レート

の変動により生じる損益と保有有価証券の市場価格の変動により生じる損益を区別していない。

このような変動は、投資及び外貨に係る正味実現損益及び未実現損益に含まれる。 

 

（i）法人税等 

ケイマン諸島では、収益又は利益に対して課税されることはなく、当信託は、税制優遇措置法

第６条に従って、2059年６月５日までの期間における将来の収益又は利益に関するすべての現地

における税金を免除する旨の誓約をケイマン諸島の総督より受け取っている。よって、法人税等

に関する引当金はこれらの財務諸表に含まれていない。 

当信託は、税務調査が実施された場合に、テクニカル・メリットに基づいて容認される可能性

が高い（50％超の確率）不特定のタックス・ポジションについてのみ税務便益を認識している。

当信託は、すべての主要な税管轄区域におけるすべての税務調査対象年度について分析を行って

いる。税務調査対象年度とは、各管轄区域の出訴期限法で定義された税務当局による税務調査の

対象となりうる年度である。 

経営陣は、当信託のタックス・ポジションを分析した結果、未確定のタックス・ポジションに

関して、税務費用に係る負債又は税務便益に係る資産を計上する必要はないと判断した。さらに

経営陣は、今後12ヶ月の間に未認識の税務便益の合計額が著しく変化する合理的な可能性のある

タックス・ポジションも存在しないと考えている。 

 

（j）収益及び費用の配分 

特定のサブファンドに関連付けることが可能な収益及び費用は、純資産価額の算定において、

各サブファンドに配分又は費用計上されている。その他の収益及び費用は、サブファンド間で比

例配分されるか、あるいは受託会社の判断により配分されている。 

 

（k）ファンドへの投資に関する未収金 

未収金は、買戻通知で請求する金額が確定した時点で資産に計上される。一般的に、未払金は、

その請求の性質に応じて、対象投資ファンドが当該通知を受領した時点又は会計年度の最終日の

時点で発生する場合がある。 

 

（l）マスターファンドからの未収金 

マスターファンドからの未収金は、マスターファンドからの未払買戻金である。 
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（m）前受申込金 

前受申込金は申込みの通知を受理し、申込金額を受領した時点で計上されている。 

 

（n）公正価値による投資の評価 － 定義及び階層 

USGAAPは公正価値の階層を規定しており、公正価値を測定する際に用いられる評価手法への入

力データの優先順位を、以下に説明される３つのレベルに分類している。 

 

レベル１： 活発な市場における同一資産又は負債について経営陣が入手可能な未調整の相場価

格に基づく評価。レベル１の有価証券に対しては、評価調整及び大量保有による割

引価値の利用は適用されない。評価は活発な市場において容易にかつ定期的に入手

可能な相場価格に基づいているため、当該レベルに分類される有価証券の評価につ

いては重要な判断は必要とされない。 

レベル２： 活発でない市場における相場価格、あるいは重要なデータがすべて直接又は間接的

に観察可能な価格に基づく評価。 

レベル３： 公正価値測定の全体に対して重要であるが観察不能なデータに基づく評価。 

 

マスターファンド及びアンダーライング・マスターファンドが保有する投資の公正価値の階層

については、本報告書に含まれているそれぞれの財務諸表の注記に開示されている。 

 

（o）最近の会計基準 

公開企業に対し、ASU2022-03は、2023年12月15日以降に開始する会計年度およびその会計年度

内の中間期間から適用される。その他の企業に対しては、ASU2022-03は、2024年12月15日以降に

開始する会計年度およびその会計年度内の中間期間から適用される。この会計基準は、まだ発行

されていない、又は発行可能な状態になっていない中間財務諸表と年次財務諸表のどちらに対し

ても早期適用することが認められている。ASC946の投資会社に該当する企業は、適用日以降に実

行又は変更される契約上の売却制限を付された持分証券への投資にASU2022-03を適用しなければ

ならない。ASU2022-03の適用日前に締結された契約上売却制限の対象となる持分証券を保有する

投資会社は、契約上の制限の終了又は変更まで、ASU2022-03の適用前に適用されていた会計方針

で持分証券の会計処理を継続する必要がある（つまり、投資会社が公正価値の測定に売却制限の

影響を組み込んでいた場合、その会計方針を継続することになる）。 

経営陣は、本基準の適用がサブファンドの経営成績、キャッシュ・フロー、財政状態に重要な

影響を与えるとは考えていない。 

 

３．金融商品 

市場リスク、信用リスク及び流動性リスク 

スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン 

通常の事業の過程において、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーンは、市場

リスク、信用リスク及び流動性リスクを招く可能性のある様々な金融商品を売買しており、その

リスクの金額は、財務諸表からは明白ではない。 

市場リスクとは、金利、為替レート又は株式及びコモディティ価格の変動が、投資対象ファン
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ド、結果的にスーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーンが保有しているポジション

に影響を及ぼすリスクである。スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーンは、これ

らのファンドが保有している投資対象を通じて、市場価格で評価されている金融商品に関して市

場リスクにさらされている。 

信用リスクとは、契約相手が債務不履行に陥るリスクである。信用リスクは、通常、取引所外

で金融商品の取引を行う場合に高くなる。これは、取引所外で取引される金融商品の契約相手は、

取引所清算機関の履行保証を受けていないためである。 

流動性リスクとは、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーンが目的を達成する

ために行う資金調達において困難が生じるリスクである。流動性リスクは、公正価値に近い金額

で投資対象を速やかに売却できなかったことにより生じる場合がある。管理会社は、ファンドへ

の投資に際して、その株式又は受益証券を合理的な期間内に買い戻すための機会を提供するファ

ンドを選んで投資することを目指すものの、買戻しが請求された際に、常に、その請求どおりに

買戻し処理を行うのに十分なほど当該投資ファンドの投資対象が流動的であるとの保証はない。

流動性が不足すると、受益証券の流動性及び投資価値に影響を及ぼす場合がある。 

 

スーパーファンド・グリーンCジャパン及びスーパーファンド・ジャパン サブファンド・レイン

ボー・オールシーズンズ 

スーパーファンド・グリーンCジャパン及びスーパーファンド・ジャパン サブファンド・レイ

ンボー・オールシーズンズのマスターファンドへの投資は、これらを通じて間接的に、マスター

ファンドの投資対象である金融商品及び市場に関連する多様なリスクにさらされている。 

スーパーファンド・グリーンCジャパン及びスーパーファンド・ジャパン サブファンド・レイ

ンボー・オールシーズンズがさらされている金融リスクの種類は、市場リスク、信用リスク及び

流動性リスクである。スーパーファンド・グリーンCジャパン及びスーパーファンド・ジャパン 

サブファンド・レインボー・オールシーズンズがさらされている金融リスクに関しては、マスタ

ーファンドの財務諸表を参照のこと。 

マスターファンドが保有する投資に関する詳細（投資を公正価値で測定する際に用いられる市

場価格の観察可能性のレベルに関する内訳を含む。）については、本報告書に含まれているマス

ターファンドの財務諸表の注記２に開示されている。 

 

４．受益証券保有者資本 

スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン 

口数 

 

ゴールド円クラス：  

期首残高 10,019,120 

期中の発行 185,979 

期中の買戻し (540,027)

 9,665,072 
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スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン 

口数 

 

シルバー円クラス：  

期首残高 1,645,162 

期中の発行 93,002 

期中の買戻し (191,030)

 1,547,134 

 

スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン  

円クラス：  

期首残高 7,098,821 

期中の発行 48,382 

期中の買戻し (580,345)

 6,566,858 

 

  

ゴールド米ドル・クラス：  

期首残高 612,637 

期中の発行 (49,830) 

 562,807 

  

スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン  

シルバー米ドル・クラス：  

期首残高 2,333,359 

期中の発行 (12,371) 

 2,320,988 

 

スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン  

米ドル・クラス：  

期首残高 1,521,168 

期中の発行 104 

期中の買戻し (70,634)

 1,450,638 

 

スーパーファンド・グリーンCジャパン  

円クラス：  

期首残高 1,928,281 

期中の買戻し (561,123)

 1,367,158 
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スーパーファンド・グリーンCジャパン 

口数 

 

米ドル・クラス：  

期首残高 1,435,539 

 1,435,539 

 

スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・レインボー・オールシーズンズ  

ゴールド円クラス：  

期首残高 3,658,634 

期中の発行 5,008 

期中の買戻し (145,924)

 3,517,718 

 

スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・レインボー・オールシーズンズ  

円クラス：  

期首残高 1,838,327 

期中の発行 5 

期中の買戻し (126,785)

 1,711,547 

 

各サブファンドには、最低申込単位が設定されている。スーパーファンド・ジャパン・サブファ

ンド・グリーン及びスーパーファンド・ジャパン サブファンド・レインボー・オールシーズンズ

は、5,000口以上で100口ごとに申込みが可能で、スーパーファンド・グリーンCジャパンは、

100,000口以上で100口ごとに申込みが可能である。販売会社は、管理会社と協議のうえ、特定の申

込みについてはこれらの条件の全体又は一部を免除することができる。 

信託証書に記載されている場合を除き、すべての受益証券は平等であり、ほぼ同等の権利及び条

件を有している。 

受益証券の申込みには申込手数料が適用される。特定の投資家の申込みに適用される申込手数料

は、当該投資家による各シリーズの申込総額（以下、「購入金額」という。）に基づき決定される。

各申込みに適用される申込手数料は、購入金額に5.50％（税抜きでは５％）を上限とする料率を乗

じた金額である。 

受益証券保有者は、通常、当信託の販売会社に書面による事前の通知を提示することにより、毎

月最終日付ですべて又は一部の受益証券の買戻しを要求することができる。当該買戻しは、該当月

の最終日に決定される受益証券１口当たり純資産価額で行われる。 

当初申込みから12ヶ月以内に買戻請求が行われるか、あるいは当信託による強制的な買戻しが行

われる場合、管理会社の単独の裁量により、当信託から受益証券保有者に対して、買戻価格の２％

の買戻手数料が請求される可能性がある。当該買戻手数料の請求は当信託の利益のために行われる。 

管理会社の単独の裁量により認められる場合を除き、受益証券保有者は、いかなる状況において

も、買戻後の保有残高が各シリーズにおける最低当初投資額を下回るような一部買戻しを請求する
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ことはできない。 

 

５．管理報酬 

当信託の投資活動は、共通支配下に置かれている関連当事者である管理会社により管理されてい

る。投資顧問契約に基づいて、管理会社は、各サブファンドの純資産価額の0.1％（年率）相当の月

次管理報酬を後払いで受領している。 

2024年12月31日現在の未払金及び未払費用に含まれている未払管理報酬は、スーパーファンド・

ジャパン・サブファンド・グリーンが186,570円、スーパーファンド・グリーンCジャパンが10,369

円、スーパーファンド・ジャパン サブファンド・レインボー・オールシーズンズが37,372円であ

る。 

 

６．成功報酬 

各サブファンドのレベルで支払われる成功報酬はない。マスターファンドが支払う成功報酬につ

いては、本報告書に添付されているマスターファンドの財務諸表注記に開示されている。 

 

７．販売会社報酬 

関連会社であるスーパーファンド・ジャパン株式会社（「販売会社」）はスーパーファンド・ジ

ャパン サブファンド・レインボー・オールシーズンズの販売会社として、スーパーファンド・ジ

ャパン サブファンド・レインボー・オールシーズンズ純資産価額の0.6％（年率）相当の報酬を毎

月受領する権利を有している。 

2024年12月31日現在、未払金及び未払費用に含まれている未払販売会社報酬は、スーパーファン

ド・ジャパン サブファンド・レインボー・オールシーズンズの224,261円であり、そのほかのサブ

ファンドについては未払販売会社報酬はない。その他のサブファンドにつきマスターファンドが支

払う販売会社報酬については、本報告書に添付されているマスターファンドの財務諸表注記に開示

されている。 

 

８．代行協会員報酬 

代行協会員は、各サブファンドの純資産価額の0.1％（年率）相当の報酬を受領する権利を有して

いる。 

2024年12月31日現在、未払金及び未払費用に含まれている未払代行協会員報酬は、スーパーファ

ンド・ジャパン・サブファンド・グリーンが186,574円、スーパーファンド・グリーンCジャパンが

10,368円、スーパーファンド・ジャパン サブファンド・レインボー・オールシーズンズが37,377

円である。 

 

９．受託会社報酬 

2015年５月８日付で、ハーニーズ・フィデューシャリー（ケイマン）リミテッド（以下、「受託

会社」という。）が、当信託の受託会社となった。 

信託証書に規定されたとおり、当信託は、各サブファンドにつき年間8,500米ドルの報酬を受託会

社に支払うことに合意している。 

2024年12月31日現在のその他費用に含まれている先払受託会社報酬は、サブファンド・グリーン
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が2,196,536円、スーパーファンド・グリーンCジャパンが2,184,374円、スーパーファンド・ジャパ

ン・サブファンド・レインボー・オールシーズンズが2,199,418円である。 

 

10．事務管理報酬 

NAVファンド・アドミニストレーション・グループが、当信託の事務管理会社に任命されている

（以下、「当事務管理会社」という。）。事務管理契約に基づいて、当信託はNAVファンド・アドミ

ニストレーション・グループに対し、毎月最終評価日において計算された報酬を後払いで支払って

おり、その金額はスーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン、スーパーファンド・グ

リーンCジャパン及びスーパーファンド・ジャパン サブファンド・レインボー・オールシーズンズ

それぞれにつき年間6,900米ドルである。 

2024年12月31日現在の未払金及び未払費用に含まれている未払事務管理報酬は、スーパーファン

ド・ジャパン・サブファンド・グリーンが306,556円、スーパーファンド・グリーンCジャパンが

306,556円、スーパーファンド・ジャパン サブファンド・レインボー・オールシーズンズが

306,556円である。 

 

11．関連当事者間取引 

管理会社及び販売会社は、共通支配下に置かれている関連当事者である。管理会社及び販売会社

に支払われる報酬は、独立第三者間条件に基づく交渉により設定されたものではない。 

当信託は、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーンを通じて、スーパーファンド

の投資会社グループの一部である対象ファンドへの投資を実行した。管理会社の取締役であるテニ

ソン・ブリッグス（Tennyson Briggs）及びヨセフ・ホルツァー（Josef Holzer）が、対象ファンドの

取締役も務めている。2024年12月31日現在、この対象ファンドが保有するスーパーファンド・ジャ

パン・サブファンド・グリーンの純資産の公正価値は、純資産において99.78％を占める

2,136,528,912円である。期中において、その他のスーパーファンドの関連投資会社の売却と外貨建

て取引に係る実現損失は、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーンが19,781,311円

であった。 

 

12．公正価値 

2024年12月31日現在、経営陣は、各クラスの金融商品の公正価値を見積るために以下の手法及び

仮定を使用した。現金、外貨建て現金、ファンドへの投資に関する未収金、マスターファンドから

の未収金、その他の資産、未払買戻金、前受申込金並びに未払金及び未払費用を含む当信託の特定

の金融商品に関しては、これらの金融商品が直ちに期日を迎える又は短期的な性質のものであるた

め、帳簿価額は公正価値に近似している。 

公正価値の見積りは、市況及び金融商品に関する情報に基づいて、特定の時点に行われる。これ

らの見積りは本来主観的なものであり、不確定要因及び重要な判断を伴うため、正確に行えるもの

ではない。仮定の変更により、見積りに重要な影響を及ぼす可能性がある。マスターファンド及び

アンダーライング・マスターファンドが保有する投資の公正価値測定の分類に関する情報について

は、マスターファンド及びアンダーライング・マスターファンドの財務諸表を参照のこと。 
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スーパーファンド・ジャパン 

財務諸表注記（続き） 

2024年12月31日現在 

（単位：日本円及び米ドル） 

 

14．後発事象 

これらの財務諸表を作成するにあたり、経営陣は、当該財務諸表の公表が可能となった2025年６月

19日までのすべての重要な後発事象を評価し開示した。 

2024年12月31日より後に、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン・ゴールド円ク

ラスに対し2,000,000円、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン円クラスに対し

1,200,000円、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン・シルバー円クラスに対し

3,600,000円、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・レインボー・オールシーズンズ・ゴー

ルド円クラスに対し184,710,000円、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン・ゴー

ルド米ドル・クラスに対し70,400米ドルの申込みが処理された。 

 

スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン・ゴールド円クラスに対し約395,281,254

円、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン円クラスに対し約11,299,514円、スーパ

ーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン・シルバー円クラスに対し約6,576,300円、スーパ

ーファンド・ジャパン・サブファンド・レインボー・オールシーズンズ・ゴールド円クラスに対し約

50,725,478円、スーパーファンド・ジャパン・レインボー・オールシーズンズ円クラスに対し約

17,882,527円、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン・ゴールド米ドル・クラスに

対し約16,778米ドル、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン・シルバー米ドル・ク

ラスに対し約1,626,728米ドル、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン・米ドル・

クラスに対し約9,900米ドル、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーンC・米ドル・ク

ラスに対し約44,774米ドルの買戻しが処理された。 
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４．費用の明細 
 

（2024年１月１日～2024年12月31日）

項 目 比率又は金額 項 目 の 概 要 

管 理 報 酬 

当サブファンドの 

純資産価額の 

年率0.10％ 

受託会社、事務管理会社及びカストディアンその他の者

との間のやりとり、当サブファンドの活動に関連する契

約の管理、申込及び償還を含む投資活動の運用管理の対

価 

代 行 協 会 員 報 酬 

当サブファンドの 

純資産価額の 

年率0.10％ 

日本の法令及び日本証券業協会の規則に従い、受益者へ

の目論見書や財務書類を送付し、純資産価額を公表する

等の業務に対する報酬 

受 託 会 社 報 酬 
当サブファンドにつき 

年間11,000米ドル 

信託証書に従って行う当サブファンドの受託業務に対

する報酬 

事務管理報酬 

当 フ ァ ン ド の 
事 務 管 理 及 び 
振 替 代 行 報 酬 

当サブファンドにつき 

年間5,400米ドル 

各評価日における純資産価額の計算、受益権者名簿の管

理、締結された申込に係る契約及び申込の受領並びに処

理、電磁的方法による受益証券の発行証明及び保有報告

書の作成並びに送付などの役務の対価 

年次財務諸表の 
作 成 

当ファンドにつき 

年間1,500米ドル 

関連する規制に則した年次財務諸表（監査済み）の作成

及びその補助の対価 

販 売 会 社 報 酬 
当サブファンドにつき 

純資産価額の年率0.6％ 
販売の手配を行うことへの対価 

そ の 他 の 費 用 （ 当 期 ） 1.00％ 監査費用、その他信託事務の処理に要する諸費用 

（注１）各報酬については、目論見書に定められている料率又は金額を記しています。「その他の費用（当期）」には運用状況

等により変動するものや実費となる費用が含まれます。便宜上、当期のその他の費用の金額を当サブファンドの当期末
の純資産総額で除して 100 を乗じた比率を表示していますが、実際の比率とは異なります。 

（注２）各項目の費用は、サブファンドが組み入れている投資先ファンドの費用を含みません。 

 

 

５．当期末における純資産額計算書 
 

（2024年12月31日現在）

サブファンド・ 

レインボー・ 

オールシーズンズ 

Ⅰ 資産総額（円） 447,517,079 

Ⅱ 負債総額（円） 19,937,266 

Ⅲ 純資産総額（Ⅰ－Ⅱ）（円） 427,579,813 

Ⅳ 発行済数量 5,229,265 

Ⅴ １単位当たり純資産額（Ⅲ／Ⅳ）（円） 81.77 
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６．投資の対象とする有価証券及びその他の資産 
 

（2024年12月31日現在）

サブファンド・ 

レインボー・ 

オールシーズンズ 

資産の種類 国 名 
時価合計 

円 
投資比率 

スーパーファンドSPCの株式（分

別ポートフォリオ・レインボー・

オールシーズンズ・クラスBジャ

パンの利益参加シェア） 

ケイマン諸島 408,988,006 95.65％ 

現金、受取債権及びその他の資産 

（負債控除後） 
該当なし 18,591,807 4.35％ 

純資産総額 427,579,813 100.00％ 

 

 

７．投資の対象とする不動産、金銭債権及び手形 
 

該当ありません。 

 

 

８．お知らせ 
 

特にありません。 

 

以 上 


